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２００８年度 第２回エネルギー・温暖化対策小委員会 議事録 

 

日時 2008年 10月 20日（月）13：30～14：30 

場所 九段校舎4F 第一会議室 

出席 （法政大学）杉山、吉川、金子、田中、堀内 （㈱ＨＵ）小林、苅米、佐久間 

議題 

（１）説明・報告事項 

   ・第一回エネルギー・温暖化対策小委員会議事録の確認 

   ・打ち水報告 

   ・エネルギー使用量実績（2008年 7～9月分）及び夏季の節電効果について 

   ・環境展について 

   ・講演会実施について 

（２）審議事項 

   ・ウォームビズへの取り組みについて 

   ・その他 

議事 

（１）打ち水報告 

・市ヶ谷の報告（気温測定表）に続き、２キャンパスの報告があった。多摩では、多くの学生・教職員

が参加した。また、広範囲に撒こうとして通行人に水がかかることもあった。小金井では、事前の学

生への呼びかけ期間が短かったため、教職員中心となった。また、再開発工事中であり目立つ場所で

行えなかった。 

・次年度は、①学生への参加呼びかけ強化。②事前の周知を長くすることになった。 

（２）夏季の節電効果について 

   ・（市ヶ谷）猛暑であった前年に比べて今年は冷夏であった。そのため、空調への負荷が低く抑えられた。

節電への方策は色々あると思われるので、適宜、ＨＵから大学へ提案していきたい。 

   ・（多摩）ＰＲは今後も継続していきたい。ＨＵと協力して、方策を提案していきたい。 

   ・（小金井）再開発工事中であり、エネルギー使用量が把握できていない。教室棟では室温の管理が徹底

されていない箇所があった。 

   ・過度な節電は、学生サービスの低下に繋がらないかというジレンマが常に付きまとうが、今後も、気

がついたことは提案する方針である。 

（３）環境展について 

   ・今年度は、環境センター主体となっている。昨年度までは専門部会にて事前に２回ほど展示内容の検

討をしていたが、今回は施設部にて対応した。 

（４）ウォームビズへの取り組み 

   ・省エネ強化月間は昨年と同様に2008年 11月 15日から2009年 3月 14日までとする。 

   ・施設部で10月中にポスターを作成し、環境センターから部長会へ協力を要請する。また、配布の際に

は、エコマネージャーに協力を依頼する。 

（５）その他 

   ・開催日時は、環境保全委員会開催日の前の時間帯とする。 

   ・（多摩）大学祭の時期に合わせて、環境展実施の可能性を検討したい。 

   ・（小金井）現状では、環境展の様な形式での実施は難しいが、図書館と連携しての実施の可能性を検討

したい。 

   ・省エネ法改正により、付属校も省エネルギー対策が求められるようになる。今後の検討課題とする。 

   ・省エネニュースが教員にも伝わるようにする必要がある。各学科資料室に協力を依頼する。 

   ・教員からの室温調節に関する要望で悩むケースがある。内容により、施設部と事業室で相談する。 

   ・次回は、環境保全委員会と同日の1月 15日実施を予定。 

 以上 
 


